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研究成果の概要（和文）： 

ヒトの記憶については心理学的・神経科学的な研究により数多くの知見が蓄積されてきたが、
記憶の記銘や想起に伴って各脳領域が具体的にどのような役割を果たしているのかは依然とし
て未解明の点が多い。本研究ではヒトの脳活動を間接的に測定することができる脳機能画像法
と、脳損傷患者を対象とした神経心理学的研究によって、出来事そのものの記憶と、時間的文
脈記憶、空間的文脈記憶、情報源記憶に関わる神経ネットワークを明らかにすることを目的と
した。記憶想起における前頭前野の海馬領域への関与や情報源記憶における海馬領域の関与、
さらには記憶を司る内側側頭葉内での領域による機能分化仮説を支持する所見を示した。 
 

研究成果の概要（英訳） 

The functions of various brain areas on the encoding and retrieval of episodic memory have been studied 

intensely, yet the specific contribution of each brain area has not been elucidated. The purpose of the 

present study was to identify neural networks that support event memory itself, temporal context 

memory, spatial context memory, and source memory. For this purpose, we employed both 

neuroimaging and neuropsychological studies. The results showed (1) the influence of prefrontal activity 

on medial temporal lobe activity during the retrieval of episodic memory, (2) the crucial role of the 

medial temporal lobe in the retrieval of source memory, and (3) the differential roles of subregions 

within the medial temporal lobe in episodic memory. 
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１．研究開始当初の背景 
 

ヒトの記憶メカニズムについては、健忘症
を呈する患者を対象として脳の損傷部位と
記憶障害の関係を探る神経心理学的研究や、
健常者が記憶課題を行っている際の脳活動
を測定する脳機能画像法により、多くの研究
成果が蓄積されている。これまでの研究によ
り、海馬を含む内側側頭葉や前脳基底部、視
床といった領域が、日常生活の記憶であり時
間的文脈（いつ経験したか）と空間的文脈（ど
こで経験したか）を伴う「エピソード記憶」
に重要な役割を果たしていることが知られ
ている。さらに、より高次なコントロールを
行う前頭前野や、後方の感覚皮質についても、
記憶の記銘・保持・想起に様々な形で関与す
ることが示唆されている。しかしながら、記
憶の記銘や想起に伴って上記の脳領域が具
体的にどのような役割を果たしているのか
は依然として未解明の点が多い。 
 
 
２．研究の目的 
 

内側側頭葉、視床、前脳基底部等の損傷に
より記憶障害を呈する患者群の神経心理学
的研究と、健常者を対象とする脳機能画像研
究を組み合わせて、出来事そのものの記憶
（内容記憶）と、時間的文脈記憶、空間的文
脈記憶、情報源の記憶に関わる神経ネットワ
ークを明らかにすることを目的とした。 
 
 
３．研究の方法 
 
本研究の中心的な実験として、脳機能画像

法による実験と、神経心理学的研究による症
例研究が挙げられる。以下で、それぞれの研
究について詳述する。 
 
（１）記憶想起の際の内側側頭葉と連合皮質
-特に動きの処理に関わる V5-における局所
脳血流量をポジトロン断層撮像法（positron 
emission tomography: PET）で測定した。実
験では動きを伴わない無意味図形・動きを伴
った無意味図形の記銘の後、これら全ての図
形とディストラクタを、動きを伴わない状態
で呈示し、記銘したものかどうか、そして記
銘した図形であればどの方向に動いていた
かを想起させる課題を施行し、PETにより局
所脳血流量を測定した。 
 
（２）解離性健忘を呈した 2症例を対象に神
経心理学的研究および、機能的磁気共鳴画像
法(fMRI)を用いて検討を行った。 
 

（３）PETを用いて、記銘時に情動価と報酬
が後の想起にどのような影響を与えるのか
を検討した。 
 
（４）健常者を対象に機能的磁気共鳴画像法
(fMRI)を用いて、情報源としての人物の想起
について検討した。 
 
（５）アルツハイマー病 (Alzheimer’s 
disease: AD) 患者を対象に、AD患者におけ
る虚再認の神経メカニズムについて検討し
た実験では、記銘時と同じ刺激、似た刺激、
記銘時には無かった刺激を用いた再認記憶
課題を施行した。 
 
（６）AD患者における連合再認記憶の神経メ
カニズムついて検討した実験では、記銘時と
同じ刺激、呈示される位置が異なった刺激、
枠線の色が異なった刺激、記銘時には無かっ
た刺激を用いて再認記憶課題を施行した。 
 
（７）健常者を対象に fMRIを用いて、異な
る再認記憶課題中の海馬の活動を比較する
ことで、再認様式の違いが海馬の活動の変化
をもたらすか検討した。この実験では、実験
刺激の視覚的特徴の再認課題 (視覚的特徴
再認課題)と、実験刺激の意味的特徴 (名前)
の再認課題 (意味的特徴再認課題)から構成
された２種類の異なる課題を施行した。 
 
 
４．研究成果 
 
上記で示した(1)から(7)のそれぞれの実

験結果を以下に詳述する。 
 
（１）動きを伴っていた図形を想起する際に
は、内側側頭葉と動き情報の処理に関与する
V5 領域の両方が賦活することが明らかとな
った（Ueno et al., 2009）。これは記憶想起
の際に内側側頭葉だけではなく、個々の記憶
構成要素に関与する連合皮質の再活動が重
要である可能性を示している。 
 
（２）患者が知っていると認識できないが、
本当は知っているはずの知人の想起時に、海
馬領域の血流低下と背外側前頭前野の血流
増加が明らかとなった。記憶想起における背
外側前頭前野の海馬領域へのコントロール
を示唆する重要な所見である(Kikuchi et 
al., 2010)。 
 
（３）陰性情動価と高い報酬は後の想起成績
を向上させ、それぞれ扁桃体と眼窩前頭皮質
の血流上昇を伴っていた。両効果のうちどち
らかあるいは両方が有意である領域は右の



海馬領域であった。間接的ではあるが、海馬
領域が両効果を統合する可能性が示された
（Shigemune et al., 2010）。 
 
（４）はっきりと情報を提示した人物を想起
する際には海馬領域の活動が同定された。情
報は想起できるが、情報源としての人物が想
起できない場合には、周嗅皮質の活動が上昇
していた。この結果は情報源としての人物の
想起に海馬領域が関係していることを初め
て示しただけでなく、内側側頭葉内での領域
による機能分化仮説を支持する（Mugikura et 
al., 2010）。 
 
（５）健常者と比べ AD 患者では似た刺激に
対する虚再認の比率が高まった。患者群では
健常群に比べ繰り返し提示される刺激につ
いて虚再認が増加することが知られている
が、本研究ではその背景に存在するメカニズ
ムを明らかにした。（Abe et al., 2011）。 
 
（６）健常高齢者に比し、AD患者では刺激自
体に対する虚再認の割合だけでなく、呈示さ
れる位置についての虚再認の割合も有意に
上昇した。本研究結果は AD 患者における記
憶成績の低下が、加齢による記憶成績の低下
と異なるパターンを示すことを明らかにし
た (Hanaki et al., 2011)。 
 
（７）新規刺激を呈示された時に左海馬領域
の賦活を認め、視覚的特徴に注意を向けてい
る場合と意味的特徴に注意を向けている場
合で海馬の活動が異なることが明らかとな
った。本研究結果は、再認記憶課題中の再認
様式の違いにより海馬の活動が異なる可能
性を示唆している (Hashimoto et al., 2012)。 
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